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ますざい
、、

ヲー

、圃'フおめでと

てけまあ

今
年
防

辰
年

十
二
支
の
五
番
目
の
干
支
で
あ

る
「
辰
」
は
、

十
二
支
中
の
た
だ

一
つ
の
空
想
上
の
動
物
で
す
。
一

般
に
は
「
竜
」
と
書
き
、
「
タ
ツ
」

ま
た
は
「
リ
ュ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
は
、

そ
の
風

貌
か
ら
「
竜
の
落
し
子
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ウ
ジ
ウ

オ
科
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
属
の
海
産

魚
の
総
称
で
、
体
長
は
約
十
倒
。

体
は
骨
板
で
覆
わ
れ
、
頭
部
は
馬

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
、
直
立

し
て
泳
ぎ
柔
ら
か
い
尾
で
海
藻
に

巻
き
付
き
ま
す
。

食
用
に
は
し
ま
せ
ん
が
、
乾
燥

し
た
も
の
を
安
産
の
お
守
り
と
す

る
言
い
伝
え
も
あ
り
ま
す
。



レンジ精神でチャ最大の努力を傾花して
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
背
さ
ん
に
は
、
ご
家
族
お
揃

い
で
健
や
か
に
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
二
回
目
の

新
春
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題

に
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
れ
ば
、
「
山
鳥
坂
ダ

ム
建
設
・
中
予
分
水
問
題
」
に
か
か
る

長
浜
町
の
懸
念
事
項
を
取
り
纏
め
、
町

議
会
に
報
告
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
ご
説
明
申
し

町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
皆
さ
ん
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
昨
年
九
月
に
議
長
に
就
任
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
議
会
の
円
満
な

運
営
と
町
政
の
進
展
を
第
一
義
と
し
て
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
お

か
げ
を
持
ち
ま
し
て
大
過
な
く
越
年
す

る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆

さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
と
、
心

か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

今
我
が
国
は
、
少
子
・
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
、
経
済
構
造
の
変
化
及
び
住

民
ニ

l
ズ
の
多
様
化
等
に
対
応
し
て
、

上
げ
、
現
在
議
論
を
重
ね
て
頂
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
固
に
は
懸
念
事
項
を
伝
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
国
か
ら
調
査

等
の
結
果
報
告
な
り
説
明
が
得
ら
れ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
就
任
以
来
提
唱
し
て
お
り
ま

す
「
元
気
な
町
」
を
目
指
す
施
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
町
独
自
の
「
商
品
券
」

を
昨
年
十
二
月
に
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
購
買
力
を
町
内
で
の

消
費
に
結
び
つ
け
、
元
気
な
商
庖
街
づ

く
り
を
目
的
に
発
行
し
た
も
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
ご
利
用
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
激
動
の
二
十
世
紀
も
本
年
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
取
り
巻

社
会
全
般
に
わ
た
る
構
造
改
革
が
迫
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
総
合
的
行
政
主

体
で
あ
る
地
方
公
共
同
体
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
責
任
は
益
々
増
大
し
、
生
活

関
連
施
設
の
整
備
、
環
境
の
保
全
、
農

山
漁
村
の
活
性
化
、
総
合
的
な
福
祉
施

設
の
整
備
等
を
、
積
椋
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
高
齢
化
が

進
み
、
譲
雑
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
に

対
応
し
て
、
新
総
合
計
画
の
樹
立
、
玉

子
ケ
丘
の
施
設
整
備
、
肱
川
河
川
改
修
、

都
市
計
画
の
見
直
し
、
介
護
保
険
等
、

行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
積
極
的
に
こ

く
環
境
は
大
き
く
変
動
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
国
内
に
お
い
て
は
、
景
気
の
低
迷

が
続
く
中
で
の
企
業
の
大
型
再
編
成
、

環
境
保
全
問
題
、
介
護
保
険
の
実
施
、

少
子
高
齢
化
、
急
速
に
進
展
す
る
情
報

化
社
会
等
、
私
た
ち
の
予
測
を
は
る
か

に
超
え
る
早
さ
で
世
の
中
が
動
い
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
総
合
福
祉

施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
何
川
改
修
、

そ
し
て
町
の
人
口
が
一
万
人
を
割
っ
た

現
状
等
々
、
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
こ
そ
、
真
の

地
方
自
治
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
み
な
ら
ず
職
員
も

含
め
、
行
政
の
果
た
す
責
務
の
重
大
さ

を
今
一
度
問
い
直
し
、
決
断
す
べ
き
は

れ
ら
の
事
業
と
取
り
組
み
、
最
大
の
効

果
を
上
げ
て
皆
さ
ま
の
信
頼
に
答
え
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
白
滝
小
学
校

校
合
建
設
を
は
じ
め
、
多
年
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
養
護
老
人
ホ
l
ム
が
、
柴
・

王
子
ケ
丘
の
地
に
お
い
て
建
設
の
運
ぴ

と
な
り
、
地
域
の
発
展
と
福
祉
保
健
対

策
の
安
定
に
い
さ
さ
か
寄
与
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
明
る
い
成
果
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
福
祉
を
増
進

し
、
町
民
生
活
の
安
定
を
凶
る
に
は
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
・
中
予
分
水
問
題
、

地
方
道
の
改
良
、
第
一
次
産
業
の
振
興
、

福
祉
の
充
実
等
、
重
要
な
問
題
の
解
決

勇
気
を
も
っ
て
決
断
し
、
町
の
将
来
に

禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
全
力
投
球
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勿
論
、

こ
の
こ
と
は
行
政
の
み
だ
け
で
な
く
、

町
議
会
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
推
進
し
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の

一
年
が
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
の

あ
る
年
で
あ
る
と
捉
え
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
で
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
か
れ
て
は
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

本
年
が
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
、
っ

祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2 

を
凶
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
我
々
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
、

清
新
で
活
発
な
議
会
活
動
を
通
じ
努
力

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

二
0
0
0
年
こ
そ
は
、
町
の
躍
進
の

年
と
し
て
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
内
容

充
実
の
た
め
最
大
の
努
力
を
傾
注
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
倍
旧

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撞
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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一

『

+Tニ
一
月
一
目
現
在
七
'
十
十
ニ
人
…

/

一

1
名
前
の
も
れ
て
い
る
，
↑
左
↑
庁
刀
は
教
育
委
川
員
目
民
ハ
会
へ
1
J
¥

長
浜
町
教
育
一
任
員
会
は
、
こ
の
と
?
に

町
内
各
小
バ
J

校
へ
入
学
す
る
児
土
阜
の
調

査
を
、
昨
年
十
一
一
片
一
日
現
在
で
行
い

ま
し
た
。
新
入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は
、

平
成
五
年
四
月
二
日
か
ら
一
平
成
六
年
四

月
一
日
去
で
の
一
年
間
に
生
ま
れ
た
氾

童
で
す
c

町
内
に
在
民
任
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
責
の
数
は
、
男
子
山
十
一
人
、
女
子

ミ
十
一
人
の
合
計
七
十
一
一
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま

L
た
ら

長
浜
町
教
育
一
会
員
会
学
校
教
育
課
「
宮

同宣買への入所申込み
ただ今宮高閏DJ

粘土工作の授業を受ける子供たち

平 成12イ|一度の保育所(長浜乳児保育所を含

む)への入所申込みの受付を次の要領で行っ

ています。

@受付期眼
子成12年 1月札口まで

。受付場所
入所を希望される保育所または役場福祉課

五
二
|
一
一
一
一
・
比
一
二
六
二
)
へ

こ
連
絡
く
だ
さ
い
へ
)

白
滝
地
区
9
人
(
男
6
女
3
)

[
男
子
}
⑦
ト
渦
正
之
川
川
久
保
宏
洋

ω白
石
優
太
の
一
古
同
心
茂
宏
@
束
、
心
吾
@

船
田
陸
師
一
女
子
一
白
上
渦
タ
梨
華
③

児
玉
梨
香
子
⑮
渡
漫
希
代

柴
地
庶
一

nv
人

戒
川
地
区
nu
人

大
和
地
区
げ
人
(
男
6
女
円
)

{
男
子
一
⑤
上
田
貴
之
(
匂
依
藤
健
太

C)

一
山
田
直
正
③
一
存
旧
哨
相
一
治
向
井
将
起
⑨

山
田
怜
也
{
女
子
一
一
一
心
一
大
匠
安
佳
里
、

大
野
川
民
去
、
大
野
知
恵
出
菊
地
結

f
、

木
下
春
奈
②
伸
日
美
妙
、
中
見
佑
配
。

二
宮
梓
⑪
橋
本
担
保
③
宮
本
亜
弓
⑨
山

レ
ト
ド
]

ヱ
、
フ豊

茂
地
区
3
人
(
男
2
女
1
)

一
男
子
一
一
忌
藤
岡
和
寛
一
川
一
永
本
別
仙

一
女
子
}
⑥
木
村
内
美
佐

出
海
地
区
3
人
(
男
2
女
1
)

男
子
一
⑨
東
浦
一
日
一
、
千
見
康
待

女
子
一
②
米
国
彩
華

櫛
生
地
区
2
人
(
男
2
女
0
)

男
子
一

G
西
崎
友
紀
②
坂
東
亮

畏
浜
地
区
犯
人
(
男
幻
女
日
)

。 入所基準
保育所へ入所できる児童は、山長?の保護者

のいずれもが次の作サのどれカ hに該ゴjし、児

墓を保 育す ることができないと認められ、ま

た、同居の親族や そ の 他 の 方 も 、 こ の 児 章 を

保育することができない場合に限られます。

従勺て 、基 準に該当しない場合は入所できま

せんので、ご fノfえください。

官入所できる児童の保護者の条件
①家底外労働ー・農業や漁業に従事したり会社

へ勤める等、家庭の外で仕事をしている方。

②家庭内労働...昼間家庭内で、自営業・内職

等、児 童と 離れて家事以外の仕事をしている

よJc 

③母親の出産一出産の前後で、その ~IGJ霊の保

育がむずかしい)5

④母親の病気・・・病気になったり負傷したりし

ている方、もしくは、心身に滞害がある方。

⑤病人の看護等・・・病気や心身に障害がある同

麿の親族を、いつも介護している方。

⑥家庭の災害..宮沢ー風水害-火主-その他

の災害の復旧に当丈っている方〈

※ 現在入所されており引続き入所会希望さ

れ る 方 に つ い ては、申し込みほ不要です。新

たに新年度から入所を希望される方だけ巾iし

込み が 必 要 に なりますゾただし、課税・就労

正明等は、全員ぴ))Jが必要です。

入所を希望 3れる/王、保育所の棚安等詳し

し当事を知りたいブii土、最寄りの保庁所または

役場福社諜(宮 52-1111・1有)20 7 1 ) 

へお問い合わせください υ

一
男
子
}
⑧
浅
田
剛
父
、
応
川
俊
Q
石

田
杏
弥
、
石
旧
兼
三
、
井
上
哲
郎

3
ヒ

川
修
也
、

k
野
将
司
、
宇
都
宮
杵
⑥
大

野
雅
一
郎
、
同
本
大
輝
、
同
本
蓮
む
柴

巾
大
厳
光
⑤
竹
内
作
太
郎
、
一
人
μ
浦
祐
太

今
沖
巾
回
大
健
③
中
川
「
川
弘
、
山
中
川
見
聡
志
、

中
川
組
、
長
岡
裕
樹
、
成
岡
大
空
⑧
松

原
睦
何
失
腎
隆
人
⑥
渡
遺
拓
真

一
女
子
}
⑧
安
心
取
み
ど
り
⑦
上
出
歌
穂

里
司
大
田
岬
¢
久
保
h

リ
前
③
小
西
美
帆

品
川
~
将
本
未
来
、
佐
藤
比
心
城
ケ
瀧
諒
子

一円一行

U
喜
美
恵
、
田
淵
侵
ト
ム
川
一
叫
-
晴
千
尋

⑥
村
上
瑠
璃
(
州
五
一
人
野
上
知
世

喜
多
灘
地
区

2
人
(
男
0
女
2
)

女
子

}
O後
藤
芳
川
山
一
藤
川
計

だんご作りを楽しむ園児たち
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① ④ 

② ① 

園田盟国

月
七
種
分
別
が

ス
タ
ー
ト

①
四
月
一
日
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る

ご
み
の
分
別
・
有
料
収
集
に
向
け
、
ま

ず
第
一
段
階
と
し
て
の
、
ご
み
の
七
種

分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

き
ち
ん
と
ル
l
ル
を
守
っ
て
出
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ニ
月

① 

櫛
生
の

中
峯
集
会
所
が
完
成

②
二
月
二
十
四
日
、
平
成
十
年
九
月

か
ら
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
櫛
生
の

中
峯
一
集
会
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域
連
帯
意
識
の
醸
成

な
ど
、
幅
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

一一一月

⑥ 

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
魅
力
を
満
喫

③
一
六
月
六
日
、
町
体
育
館
で

R
N
B

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
場
者
は
、
各
楽
器
の
美
し

く
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
色
と
、
透
き
通
る

よ
う
な
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声
を
満
喫
し
ま

し
た
。

4 

園
用

地
域
振
興
券
を
交
付

④
四
月
一
日
か
ら
、
地
域
振
興
券
の

交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援

と
個
人
消
費
の
喚
起
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
、
九
月
末
日
が
利
用

期
限
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
振
興
券
。
当

町
の
交
付
者
総
数
は
、
二
一
千
百
五
十
六

人
で
し
た
。

五
月

ゎ出

口揮
で、』

屋
オ

フ
ン

⑤
五
月
二
十
二
日
、
出
海
の
同
道
沿

い
に
、
農
林
水
産
物
な
ど
の
直
売
所

「
お
い
で
屋
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
地
区
の
有
志
に
よ
っ
て
、
農
林
漁
業

の
活
気
や
地
域
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ

う
と
企
画
・
実
現
さ
れ
た
こ
の
直
売
所
。

年
末
年
始
以
外
は
、
年
中
無
休
で
運
営

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

六
月

柴
で

ど
ろ
ん
こ
バ
レ

1
大
会



⑤
六
月
二
十
七
日
、
柴
で
第
六
回
ど

ろ
ん
こ
ミ
ニ
バ
レ
l
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
〉

参
加
し
た
九
チ
l
ム
の
選
手
た
ち
は
、

泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追

い
、
好
・
珍
プ
レ
ー
を
続
出
。
約
二
百

人
の
観
衆
の
引
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
c

F守、

Uノ(ljJ， 

女
性
団
体

町
政
懇
談
会
開
催

⑦
七
月
三
十
日
、
町
体
育
館
で
女
性

団
体
町
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

九
つ
一
の
次
性
団
体
か
ら
約
三
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
の
一
内
田
町
長
に
よ

日)日1

講
演
に
引
き
続
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

重
要
性
や
環
境
整
備
、
施
設
の
有
効
利

胤
な
ど
に
つ
い
て
、
同
誌
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た

f

J¥ 
舟

中
学
生
が

消
防
業
務
を
体
験 ① 

hw一
八
リ
十
三
日
、
長
浜
中
千
枚
三
年

生
の
男
子
生
徒
六
人
が
、
消
防
長
浜
之

著
へ
職
場
体
験
学
習
に
訪
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
署
員
の
指
導
の
も
と
行

わ
れ
た
救
急
法
実
習
や
模
擬
火
災
訓
練
、

段
目
訓
練
な
ど
に
、
一
生
指
命
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

九
月

夕
焼
け
の
中

ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
旅

@ 

⑨
九
月
一
二
日
か
ら
瓦
日
の
一
一
一
日
問
、

J
R
伊
予
上
灘
j
長
浜
聞
で
「
夕
焼
け

ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
が
連
行
さ
れ
ま
し
た
。

夕
刊
令
市
び
な
が
ら
走
る
レ
ト
口
調
の

存
恥
に
来
車
し
た
参
加
者
ら
は
、
約
三

十
分
間
の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
放
を
楽
し

み
ま
し
た
。

十
月

出
海
宵
宮
奉
納
相
撲

⑭
十
月
九
日
、
出
海
神
社
境
内
で
出

海
地

K
秋
祭
り
宵
宮
奉
納
相
同
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
保
護
者
ら
約
一
H
人
が
見
守

る
中
、
出
海
地
区
の
保
育
所
図
山
ヤ
小

中
学
生
四
十
人
余
り
が
参
加
し
、
二
(
人

抜
き
や
五
人
抜
き
な
ど
の
好
取
組
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

十
司圃・・・・

月

体
力
づ
く
り

ウ
ォ

l
キ
ン
グ

。
十
一
月
二
十
-
円
、
長
浜
公
民
館

L
し
沖
浦
公
民
館
の
共
催
に
よ
り
、
第
四

凶
歩
け
歩
け
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
参
加

L
た
約
百
五
十
人
は
、
白
山
川
の
体
力
に

杷
じ
て
五
回
と
八

M
m
コ
ー
ス
に
分
か

れ
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
不
一
栄
L
み
、
そ
れ
ぞ

れ
す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

町中田昌一一丹

長
浜
町
商
品
券

販
売
開
始

⑫
十
一
一
月
三
口
、
長
浜
町
商
品
券
の

販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

山
川
売
初
日
の
こ
の

H
、
商
品
券
購
入

に
役
場
へ
訪
れ
た
方
は
百
二
卜
二
人
で
、

販
売
総
額
は
、
五
百
四
イ
七
万
五
千
円

に
上
り
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
す
べ
き
購
入
第
一
号
と

な
っ
た
黒
田
の
小
川
弘
子
さ
ん
に
は
、

両
日
町
長
か
ら
直
長
↑
同
日
山
券
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

。-



一
わ
た
し
は
障
害
を
持
つ
人
に
対

一
し
て
、
変
な
考
え
を
持
っ
て
い
ま

一
し
た
。
横
を
通
る
と
き
、

聞
「
こ
の
人
気
持
ち
悪
い
か
ら
さ
け

一
て
通
ろ
う
。
」
や
、
「
近
く
に
い
た

園
ら
、
声
を
か
け
ら
れ
そ
う
だ
か
ら

一
早
く
行
こ
う
じ
な
ど
と
思
う
こ
と

一
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
今
思

う
と
と
て
も
い
や
な
考
え
を
持
つ

一
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

道
徳
の
時
間
に
「
ぼ
く
の
弟
」

一
と
い
う
話
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。
そ
の
本
は
生
ま
れ
た
と
き
か

一
ら
、
重
い
障
害
を
持
っ
て
い
る
男

一
の
子
が
主
人
公
で
す
。
そ
の
男
の

一
子
の
お
兄
さ
ん
が
自
分
の
弟
は
生

一
ま
れ
た
と
き
か
ら
重
い
障
害
を
持
つ

E

て
い
る
け
ど
弟
に
会
え
て
本
当
に

一
よ
か
っ
た
と
語
り
か
け
て
い
ま
し

一
た
。
そ
の
弟
も
重
い
障
害
を
持
つ

一
て
い
る
け
ど
、
白
分
な
り
に
一
生

一
け
ん
め
い
生
き
て
い
る
の
で
す
ご

一
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
し
て
か
ら
、

障
害
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
わ
た
し
の

考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
障
害
を
持
っ

て
い
る
人
で
も
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
で

自
分
な
り
に
一
生
け
ん
め
い
生
き
て
い

る
ん
だ
な
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
学
校

の
帰
り
道
片
足
に
障
害
を
持
っ
て
い
る

お
じ
い
さ
ん
が
、
一
人
で
自
分
な
り
に

盟臨置語置謹監覇自

「障害を持つ人に対して」

生われ
年+文

氏
U
M
H

W
[

子
刈

hd
度

/

年

一
生
け
ん
め
い
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
誰
か
の

「
ね
え
、
あ
の
人
片
足
な
い
ん
や
な
い
。
」

「
い
や
や
ね
。
早
く
行
こ
う
。
」

と
い
う
言
葉
が
わ
た
し
の
耳
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
わ
た
し
は
、

「
ど
う
し
て
そ
う
い
う
こ
と
を
い
う
の

か
。
そ
の
人
に
対
し
て
す
ご
く
失
礼
だ
。
」

と
思
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
体
に
障
害
を
持
っ
て
い
ま

且

E 

' S 
D.，......'"自圃・園幽掴田園園冨冒圃固圃回 E 園 E 園田盟国固圃園田園圃圃 E 園 E 園田園園田冒園田町 E 園田町岡田園田園園田・圃・・・且圃幽圃圃・・園値圏園園田 E 圃 E 固園田・冒園田園園田園且圃閏園田園町田 E 閏 E 圃同国園田困層開 E 開園・

せ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
の
人
が
ど
う

い
う
気
持
ち
で
い
た
の
か
、
今
ま

で
ど
ん
な
に
苦
し
い
思
い
を
し
て

生
き
て
き
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
人
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
の
が
と
て
も
大
切
な
こ

と
だ
と
そ
の
と
き
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
あ
の
と
き
の
お
じ
い
さ

ん
に
対
し
て
、
誰
か
が
言
っ
た
一
言

葉
は
、
お
じ
い
さ
ん
自
身
も
と
て

も
い
や
だ
っ
た
と
思
う
し
、
聞
い

て
い
た
人
も
い
や
な
気
持
ち
に
さ

せ
た
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
先
、
障
害

を
持
つ
人
に
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
わ

た
し
は
、
そ
の
人
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
た
り
、
や
さ
し
く
接
し
て

あ
げ
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
障
害
を
も
っ
人
た
ち
を

勇
気
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

~大淵検察審査会~売量著書んへ人査結審理えも
検察審査会は、選挙人名簿の中からくじで選ば

れた 11人の審査員によって構成されます。成 人

になられた皆さんは、この検察審交員に選ばれる

ことがありますので、選ばれたときは進んでこの

仕事にご協力いただきたいと思います。

なお、詳しいことをお知りになりたい方は、下

記の検察審査会までお問し、合わせください。

大洲検察審査会事務局

大洲市大i介184 5 松山地方裁判所大山|支部内

(宮 24-2038) まで。

髄躍審璽襲欝麗望軍事E寵種韓麗霊舗鵠題髄輔鱒事轟轟議運富

-6-

舘錦亀

ご成人おめでとうございます。心からお祝い巾

し l二Lアます一。

ご存知のとおり、成人になると選挙権をはじめ

いろいろな権利が 認 め ら れ ま す が 、 ぜ ひ とも記憶

に留めておいていただきたいものがもう一つあり

ます。それは、「検察審査会の審査員に選ば れ る

資 格を 持つ 」ということです。そこで、検察審査

会としミう制度について簡単にご説明いたします。

検察審査会制度 は 、 検 察 官 の 仕 事 に 国 民の声を

反 映 さ せ よ う という目的でできたものです。例え

ば、 「 交 通 事 故や詐欺などの犯罪の被害にあって

警 察 や 検 察 庁 に訴えたのに、検察官がその事件を

起訴してくれない(裁判にかけてくれない )J こ

のような場合に、検察官のその不起訴処分に不服

のある人の申し 立 て を 受 け て 事 件 を 調 べ 直し、検

察 官 の 処 分 の 善し悪しを審査するのがこの制度な

のです。



ふれあい会館だより

町内小学生
書き初め展

町内各小学校 児 童 に よ る 書 き 初

め作品、約200点が展示されます。

育者等多種の経験を持つ人権擁護

委員、法 務 局 職 員

I主催}松山地方法務局、愛媛県

人権擁護委員連合会

搬

す
醐
を

拙

ま

搬
出

掛

q
し

笠
間
援

問
一
覇
支

掛

孟

川
酬の

醐
でで差

問
愛

~愛媛県アクティブ凶

I補助限度額] 3，000万円/年

[補助期間] 2年 以 内

【補助件数12件/年

I収益納付]創業または事業化し

た後で、収益が生じたときは、交付

した補助金額を限度にその全部ま

たは一部を納付すること。

[その他の条件]0補助事業は、

ご近所お誘い合わせ、ぜひご鑑 ベンチャー支援事業~ 原 則 と し て 県 内 に お い て 行 うこと

賞ください。 愛媛県では、県内で新たな事業 O補助終了後、 2年 以 内 に 県内で

【期間] 1月18日-2月 1日(月 を起こそうとする方々の研究開発 開業すること O開業後 5年間は県

曜日 休 館 : 午 前 9時~午後 5時) などに要する経費を補助し、 21世 内において事業を行うこと O開業

【場所1ふれあい会館ギャラリー 紀の愛媛産業をリードする新事業 後 5年間は県の派遣する専門家

I 戸峨遂事事懇畿繍露轟議露麗覇 創出を支援します。(会計士、税理士、経営コンサル

併 せ て、工業系試験研究機関に タント等)の指導を受けること

昨年行われた書き初め展

盛皇居~~:抵宇r.::::梓詰持:::;;::&耳詔呂畠宮路建宮廷毘謹謹怨符認沼沼詔招碍碍碍

露2000年
?世界農林業センサス実施
露 のお知らせ

~農林水産省圃愛媛県長浜町~

よる技術指導や研究環境の提供、 Eお問 い 合 わ せ ] 対 象 事 業 、対象

専門家による経営-経理指導等に 経費などの詳細については、愛媛

より、新事業創出を総合的に支援 県経済労働部中小企業指導課:干

します。ふるってご応募ください。

[対象者]0県内に事業拠点を設

け、新たに事業を開始しようとす

る者(大学・大学院在学中の者を

含む)0県内で創業後 3年 以 内 の

中小企業者O県内に事業所を有す

農林水産省では、平成 12年 2 る中小企業者で、新たな事業分野

月 1日に 12000年世界農林業セン での活動を目指す者

サスJを実施します。[補助率]10/10以 内

農林業センサスは、我が同の農

林業の実態を明らかにする最も基

本 的な調査です。調査員がお持ち

する調査票に、農林業の経営状況

…

新
蹴一台」

…開口
蹴
育

蹴
敷

織
の

側
一
噛

問
即
時
露
語
諮
問

国民生活金融公庫では、高校、

などを記入していただきますよう 短大、大学、専修学校等への入学

農 林 業 関 係 の 皆様方のご理解・ご 費用や、在学中の授業料などの費

協力をお原品、します。

皆同士号棋士出品動指持明治問・紬.~~世荘お;話勧拙2蹴

3障害のある人の
護 人権問題に関する
2 12時間電話相談

I相談内容]障害のある人の扶養、

介護、社会参加等、障害のある人

の人権問題に閲する相談(無料-

秘密厳守)

【日時〕平成12年 1月12日(水)

【電話番号]フリーダイヤル

o 1 2 0 - 0 2 5 - 5 5 0 

[相談担当者]弁護士、僧侶や教

7 

用を融資する「同の教育ローンJ

の申し込みを受け付ーけしています。

低利で手続きも簡単です。

Iご融資額1学生・生徒お←人に

つき 200万円以内

[利率]年 2.3 % (固定金利・

平成 11年 9月 30日現在)

【ご返済期間] 1 0年以内

I措置期間l在学期間以内で元金

据置可能

[保証] (財)教育資金融資保証

基金また は 保 証 人 (1人以上)

(注) 6か月間以 j'，の海外留学資

790-8570松山市一番町4-4-2 (告08

9-941-2111<内 線3242>)まで。

金も対象となります。

iお問い合わせ]〒 790-0003松

山市三番町6-7-3国民生活金融公

庫松山支庖(宮089-941-6148)

新刊情報、
です~長浜町立図書館~:

書名 著 者

。氷雪の殺人 内田康夫

。笑いの健康学 。1ヂj イ:一日月

。夜行列車の交 丙村京太郎

。少午非行の旺界 J古寸三 塁王:

反省

寸、}11 

科

丈

一

百

茂

一

議

z

k

l

r

¥

圃

J
ノ

イ

4

一

庭

清

一

(

本

一

O

一



鳳
品 語命勾 九時論且晶司員碕官官留

成人記窓つ控撞

加入在、20議
ん

ス9-ト
成人の仲間入りをされる皆さん成人おめでとうございます。皆さんは、 20歳になって

何から始められますか。

晴れて大人の仲間入りをされた皆さんには、選挙権など様々な権利とともに義務ガ生

じることになります。

例えば¥国民年金の加入もその一つです。 20歳と同時に加入し、保険料を納めること

も大切な義務です。

国民年金は、皆さんを中心に若い世代ガ保険料を納め

ることによって¥お年寄りの年金を支え、また皆さんの

老後の所得保障だけでなく¥万一の事故ー病気に対して

も安心して生活できる制度です。

20歳になったば力、りの皆さんは「年金なんて遠い将来

のこと..-Jと思われるでしょうガ¥ちょっと考えてくだ

さい。

人は、誰でも年をとります。

もし¥年金を受けられなかったらどうしますか。

将来を生きがいのある豊かなものにするために「備え

あれば憂いなし」のとおり、そのときになって慌てぬよ

うに若いとき力、ら準備しましょう。

20歳になったあなた¥今すぐお住まいの市町村役場で

国民年金の加入手続きをしてください。

圏図圏園函』司圏ザ圏平園九九九九園圏園陸r-.... &~ ••• fIl"l!l.1図

む1 盟i事 の
110番をしたときは凡百つ園どこで E伺カりをはっきり話す

110番通報制度は、昭和23年に発足して以来、皆さんと警察を結ぶきずなとし

て広く定着しています。通報件数は年々増えており、平成10年中の通報件数は

約 690万件にのぼっています。

110香通報をしたときは、「しミつ・どこで・何が」をはっきりと伝えましょう。

園前~""... 'fIIl1晶画園F園璽』圏箇『璽圏圏盟国圏!riiA.l"rtlftl..IJ"，."，.Ef/lJ.fIJ，ll.'J1l，.lfIIJ.-rfM.. _fA1園IY•• ~JI，JJI圏九九園圏平圃極』圏圏園園層圏圏圏
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須藤。てPまず

d合、
富三言知

(舞踊)

伊

は
じ
め
ま
し
て
。
伊
知
治
会
で
す
。

私
た
ち
の
会
は
、
発
足
し
て
か
ら
一
年

余
り
の
や
っ
と
歩
み
始
め
た
会
で
す
。

現
存
は
、
会
凸
数
も
少
な
く
い
ろ
い

ろ
な
事
情
で
全
員
揃
っ
て
お
稽
古
す
る

と
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
一
位
懸
命
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
都
合

を
つ
け
合
な
が
ら
、
好
き
な
踊
り
の
神

習
を
続
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
拙
い
芸
で
す
が
、
活
動
と

し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
¥
上
と
し
て

病
陪
等
へ
慰
問
に
品
か
け
た
わ
、
文
化

協
会
主
催
の
芸
能
発
表
会
な
ど
へ
の
出

演
を
さ
せ
て
い
い
た
り
し
て
い
ま

阿
川
り
に
山
一
味
の
あ
る
背
さ
ん
、
若
い

頃
の
山
中
い
山
山
間
い
長
物
を
引
っ
ぱ
り
出

し
て
、
私
た
ち
と
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

[
代
表
者
〕
片
山
ヨ
シ
子
(
沖
浦
・
宮

五
一
-
一
二
七
九
)

〔
練
習
日
】
毎
週
木
曜
日
(
午
民
六
時

半
j
九
時
)

【
練
習
場
所
】
中
央
公
民
館
和
室

【
会
員
〕
藤
問
川
知
治
、
弘
瀬
悠
紀
子
、

井
上
秀
子
、
片
山
ヨ
シ
子
、
亀
小
ひ
と

み
、
笹
本
君

伊知治会の皆さんのステージ

=Gl時期定歩かっ握グ

夕
焼
け
を
母
と
か
い
た
帰
り
道

五

年

西

秋
に
な
り
早
く
お
帰
り
日
が
暮
れ
る

六

年

西

赤
と
ん
ぼ
車
と
並
ん
で
ど
こ
へ
行
く

六

年

白

肱
川
に
白
い
大
群
や
っ
て
来
る

六

年

和

出
品
が
来
て
析
を
つ
つ
く
よ
山
の
中

六
年
一
主
(

冬
の
朝
思
わ
ず
背
中
が
丸
く
な
る

六
年
ん
一
人
腎

雪
だ
る
ま
春
ま
で
仲
よ
く
し
て
ょ
う
ね

六

年

松

岡

満

里

子

ス
ト
ー
ブ
の
ま
わ
り
で
み
ん
な
ま
つ
か
っ
一
か

六

年

宮

内

亜

楽
し
そ
う
落
ち
葉
の
ダ
ン
ス
か
さ
か
さ
と

六

年

船

津

特
練
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
夕
日
行
く

六
年
矢
野
上

も
み
じ
見
て
夕
焼
け
空
を
思
い
出
す

六
宇
一

高
一
軍
十
円
世
主

出奇

友甲一山心

日
長
浜
小
学
校

u

赤
と
ん
ぼ
池
の
は
っ
ぱ
で
ひ
レ
一
休
み

五

年

東

赤
橋
が
冬
に
な
る
と
け
L
t
-
7
4ツ
心

五
年
山
中
、
川
尖

も
み
じ
の
葉
風
と
い
っ
し
ょ
に
お
ど
っ
て
る

五

年

武

田

裕

赤
と
ん
ぼ
析
に
と
ま
っ
て
何
話
そ
う

五

年

小

川

赤
と
ん
ぼ
真
っ
赤
な
夕
日
見
つ
め
て
る

五

年

足

利

コ
ス
モ
ス
が
風
の
ピ
ア
ノ
で
歌
っ
て
る

五

年

」

六

昨

ひ
じ
川
の
嵐
に
ぼ
く
も
FU
い
息

一
/
年
制

す]

同

七
て
子

出

井

果

千恵

玉男E
寸

田

， )こ

春

子

頭、

美

首

土佐

哉

イ変

者
同

士
削
す

由
希
子

チ¥

ん
ソ

i~ 

太

貴

、t、
イ;r，

コ
オ
ロ
ギ
が
コ
ロ
コ
ロ

↑
九
午
演

ハ
ー
ド
ル
で
と
ぶ
友
秋
の
胤
に
な
る

五
年
一
段

也

干{I沙
也
香

呂

タ

長E、
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り
θ

調印

ι一
富

山

6

の
注
連
縄
を
掛
け
替
え
1

f
f
J

十
月
二
一
十
一

U
、
悦
生
地
区
の
櫛
風
会

(
山
本
債
明
会
長
)
L
L一、

ι人
ク
ラ
ブ

(
聖
寿
会
・
金
子
正
徳
会
長
、
白
寿
会
・

坂
田
信
也
会
長
一
一
の
会
凸
ら
約
四
十
人

が
参
加
し
て
、
綱
掛
山
む
の
注
連
縄
衝
け

替
え
作
業
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
約
千
二
百
年
余
り
前
の
故

事
に
因
み
、
綱
掛
け
岩
を
長
浜
町
の
名

所
の
一
つ
に
し
よ
う
と
毎
年
続
け
ら
れ

て
い
る
も
の
。
今
年
も
、
縄
を
絢
う
作

業
か
ら
始
ま
り
約
五
時
間
か
け
て
、
長

海
上
の
安
全
を
祈
願
し
て

チ
ピ
ッ
子
が
防
火
パ
レ
ー
ド

ー
全
国
火
災
予
防
運
動
1

十
一
月

i
六
円
、
本
町
通
り
な
ど
を

中
心
に
チ
ピ
ッ
子
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行

さ
約
三
十
円
直
径
約
二
十
五
叩
の
注

連
縄
が
無
事
掛
け
待
え
ら
れ
た
。

防火の誓いを述べる園児たち

わ
れ
、
長
浜
幼
稚
悶
児
を
は
じ
め
関
係

者
約
六
十
人
が
参
加
し
た
り

秋
の
全
国
欠
災
予
防
迂
動
の
↓
環
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
行

V
c

法
被
に
は
ち
ま
き
姿
の
園
児
ら
は
、
防

火
件
発
の
臓
や
御
輿
と
と
も
に
、
楽
器

に
合
わ
せ
て
元
気
よ
く
防
火
の
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
沿
道
に
火
の
用
心
を
呼
び

ト
y

下一。

品
川
日
ド
υ
ト
ナ
ム

終
点
の
役
場
前
で
辻
、
閣
旧
ぬ
の
代
表

三
人
が
、
同
県
鍋
収
入
役
に
対
し
て
「
火

遊
び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
c

」
と
、
力

強
く
防
火
の
誓
い
を
述
べ
て
い
た
。

注連縄の掛け替え作業を行う参加者

音
楽
教
育
の
進
展
を

ー
町
内
音
楽
発
表
会
1

十
一
月
十
九
日
、
長
浜
小
苧
校
体
育

館
で
第
三
十
四
回
町
内
音
楽
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
各
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
約
三
百
人
が
参
加
し
た
。

お
互
い
の
親
和
を
図
り
、
鑑
賞
力
を

高
め
る
と
と
も
に
町
内
音
坂
教
育
の
進

展
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ

の
発
表
会
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
そ
っ
て
順
次
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
を
主
ね
て

き
た
合
唱
や
器
楽
演
奏
を
み
ご
と
に
抗

次
代
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に

ー
青
少
年
健
全
育
成
長
摂
大
会
¥

卜
一
月
二
十
五
日
ふ
れ
あ
い
会
館

露
し
、
会
場
か
ら
は
、
そ
の
美
し
い
メ

ロ
デ
/
i
L
y
a
歌
声
に
、
温
か
い
拍
手
が

れ
て
い
た
。

講演を行う藤木琢磨先生

で
平
成
卜
一
年
度
青
少
年
健
全
育
成
推

進
山
子
一
長
浜
)
大
会
が
開
催
さ
れ
、
教

育
関
係
主
ら
約
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん

な
で
育
て
る
会
会
長
の
山
中
高
光
さ
ん

と
、
大
和
剣
道
会
保
護
者
会
前
会
長
の

大
石
定
さ
ん
に
よ
る
、
青
少
年
健
全
育

成
活
動
の
実
践
発
表
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
大
洲
市
劃
法
寺
住
職
の

一
脱
水
琢
磨
先
生
に
よ
り
「
共
に
生
き
る
」

と
起
し
と
排
出
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら

は
、
「
お
五
い
に
肉
眼
と
心
眼
を
聞
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
次
代
を
担
、
つ
子

ど
も
ど
ち
と
共
に
生
き
、
心
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
与
え
て
ほ
し
い
。
」
と
の
話
に
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

九
十
六
チ
ー
ム
が
力
走

長浜小学校で行われた音楽発表会

ー
長
浜
駅
伝
競
走
大
会
lJ

十
二
月
十
二
日
、
長
浜
一
j
白
滝
問
で
、

第
三
十
四
回
長
浜
駅
伝
競
走
ド
へ
ん
一
山
が
開

催
さ
れ
、
県
下
各
地
の
ク
ラ
ブ
チ
l
ム

な
ど
合
計
九
十
六
チ

1
ム
が
参
加
し
て

健
押
を
競
い
合
っ
た
。

熱
戦
の
末
、
一
部
は
宇
和
体
協
A
が

優
勝
。
地
元
長
浜
体
協
辻
、

A
チ
l
ム

十
九
位
、

B
チ
l
ム
三
十
九
位
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
二
部
は
消
防
長
浜
、
三
部

は
松
山
工
業
高
校
A
、
阿
部
男
子
は
長

浜
中
サ
ッ
カ
ー
部
A
、
四
都
女
子
は
長

浜
中
テ
ニ
ス
部
A
、
女
性
の
却
は
:

J
仏

高
校
A
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。
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一斉にスター卜する選手たち



i; 
お
め
で
と
う
Z
ざ
い
ま
す
し

山
芹
本
准
一
郎
さ

動
一
五
等
瑞
宝
章
受
章

兵
頭
信
男
さ
ん

藍
綬
褒
章
受
章

十
一
月
一
一
目
、
東
京
で
秋
の
叙
勲
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
長
浜
の
岸
本
准
一
郎

さ
ん
(
七

C
)
は
、
永
年
に
わ
た
り
塩

一
花
売
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
結
仁
よ

り
、
勲
古
川
J

瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
櫛
生
の
兵
一
組
信
男
さ
ん
(
七

七
)
は
、
多
年
に
わ
た
り
更
生
保
護
事

業
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
藍
綬

袋
章
を
受
卒
さ
れ
ま
し
た
。

一
同
市
)
妻
か
ら
「
美
」
の
字
を
も
り
い
、
私
の
好
き
な
「
渉
」
一

一

ヂ

但

伽

茂

を

加

え

、

£

歩

」

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

一W
U
A
U州
地

h
E

一

一
躍
時
(
こ
の
子
が
何
を
見
つ
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
力
強
一

一
NJIJM

九
く
去
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
去
す
。

一V
L
l
刷

恥

行

持

I
L
u
j

九

U
1
¥
2禁
止

一

早

川

一

言

ち

:lit--JJM管
内

十

機

騒

封

一
{
「
山

mih一〆材一

-
4

十
断
鵬
程
ヘ
連
覇
安
予
一
弘
、
一
総
子
川
麟
噛
町
一

一
軒
め
は
止
少
斗
壊
れ
プ
一
十
点
箱
型
間
一

い

均
ω

」

山

口

同

ゐ

一

一

隆

圃

J

J

句

史

¥

弘

務

総

盛

一

一…出み美

i
I
F十
字
¥
J時一

3
p
k

もふれよ翠

:
3
1
イ刊一

一一
-h

歳そん
U

Z

箆

J
P
一

制

覇

一

4
f錨

一主主

J

一一刻

h

u

(
父
H

錦
一
さ
ん

7
美
智
子
さ
ん
)
一

受章された岸本さん

ら 績 管 工 干 草 思 議識擦
れに理二」
主よ執二の i k守
土町?そは f号、自 J7
1E2主主契英

大等六←浜臣ま佳
臣にトの戚 々
1戎 尽わ 二b 事 C
謝力 t~ 丸型ん
状さり英杭
をれ辺雄 1 
手た挙さ
け 功 の ん 蕗 噂郡精

受章された兵頭さん

d 
6 

廃品
枇
長
浜
町
一
納
税
組
合
出
海
支
部
輪

山
崎
由
民
主
事
業
知
事
感
謝
状
5

線

型

-

蒜

宇
)
の
た
び
、
長
浜
町
恥
税
組
合
同
海

支
部
(
稲
田
希
一
代
表
)
ほ
、
脳
同
年

金
事
業
優
良
い
比
引
地
区
組
織
と
し
て
、

知
事
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

州
防
J

山猫

L
甲

h

m

@

W

A

制
白
滝
と
も
し
び
母
親
ク
一
ブ
ブ
桝

川

町

優

良

団

体

表

彰

桝

銚

l
全
国
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
部

同

協

議

会

長

表

彰

(

)

桝

{

吋

@

協

創

刊

日

銘

十
一
月
十
一
日
、
山
口
県
で
開
催
さ

れ
た
母
親
ク
ラ
ブ
全
副
大
会
の
席
上
、

白
滝
と
も
し
び
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
多
年

に
わ
た
り
刊
剖
ク
ラ
ブ
活
動
の
普
及
発

展
に
尽
力
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
川

童
の
健
人
仁
育
成
に
顕
者
な
功
桔
を
あ
げ

た
こ
と
に
よ
り
、
全
同
母
親
ク
ラ
ブ
連

受賞された石丸さん

E出願受付】平成

1 2年 2月 1 5日

(火)まで。

I授主 r}~聴}大スカイペーフェク T V' (テ

レビ205c h .ラジオ500c h)で全国欣送中。

大愛媛学習センターでビデオ・オーデイオテー

プ(貸出口J)により視聴。

Iその他l講座の修了要件を出iたした場合、

ハローワ ク力、ら教育訓練拾付金として講毘 絡
協
議
会
長
夫
杉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

講座名
受訪に係る 部経計が支給されま寸。

C企業会計コース(6科円)

C企業経営コース(1 0科目)

E資料請求・お問い合わせ】放送大学愛媛学

習センター(干790-0826松山市文京町 3番<

愛媛大学内>告089-923-8544:ホームベージ

http://www.u-air.ac.jp/hp) まで。

島¥白~今号事九弛. 2きf
i~"診品.& A.!'_ 

沼X霊童言饗z
昨匂唖ーへ》

~放送大学(教養学部)
平成12年度第 1学期学生募集~

五I1::I左大手こは、テレビ・ラジオを利用してJ受
業を "(-J二う正規の通{"¥ililJ4年生大学ーです。

4年以上在学し、所定の単fなを作何すれば、

[学士(教養)J の学位が取得できます。 r幅広

しづ子野の来ヲ300干十日をそろえ、 1手'1-白からで

も学ぶことが で き ま す 、 入 学 試 験 は あ りませ

ん。

18歳 以 上 であればだれでも全利胤修生とし

て入学でき、 15長以仁であればだれでも選科司

科目履修生として入学でさまよ一。また、 431期
大学ー専門f子校からも 3年次編入学ができ ま

す。

【学生慕集]0全 fjli主主11写生: (卒業を 11指す学

生)芸科)従事多生(1 1f間在学すど)学生) 0
科目履修生(Eiか月間在吊する学生)

11-
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珍しさが手伝って、わざ わざ

車で訪れる人も ・・・。

ひまわり作りを手掛け

た山中高光 さんは、「去年、

高知県で稲刈 り後の田圃

に咲くひまわりを見てこ

れだと思った。きれいだ

し、土地にもいいと聞い

たので、 夏の百日草に続

けてもう 一 花咲かそうと

思いついた。皆さんに楽

しんで貰えれば...Jと笑

顔で話されていま した。

喝P
結

婚

名

岡保玉水

fa
口

美
由
紀

圭

司

留

美
晋

也

知

恵

お
〈
や
み

刊
月
届
出
分

(敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

宏一洋一労 也

今白長櫛上長白長長
老

坊滝浜生松浜滝浜 r兵滝生浜浜

山桑 三 右矢 滝 村 j畢後大須金宮
野
元野上井藤石 崎 楠下 口野好田

忠
彦
(
五
五
)

ハ
ナ
子
(
八
五
)

キ
ミ
エ
(
八
五
)

里
見
(
八
九
)

美
智
江
(
六
二
)

後
(
九
二
)

久

志

(八
三
)

ツ
ユ
子
(
七
四
)

ハ
マ
コ
(
八
七
)

兼
雄
(
六
八
)

滋

則

(
七
七
)

幸
一
(
八
九
)

ヒ
デ
子
(
七
三
)
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朝夕 の 冷 え 込 み も 厳 し く な っ た11月上旬、柴の畑で、大輸の花を

付けた約800本のひまわ りが、冬の日 ざしを浴びながら誇らし げに

咲 き 乱れていました。

ひまわりと言えばふつう季節は夏。

什
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主

戸斤

氏

田田

住"お
所呈誕

百生
T分お
嵐長め
名体 でt

喧と
イ呆 よろ
語i -;-， 
者 "
名

白櫛長長

了;悩

人口・世帯数のうごき

11月末現在 前 月 と の 比 較

9，957人 31人 減

人 口 (男 4，697人) (男15人減)

女 5，260人 女 16人 減

l坦;帝干~ 3，629世 帝 9世帯減

冬の日ざしを浴びて咲き誇るひまわり

柴松
山
市

豊

茂

広
島
市

下
須
戒

沖

浦

奥岡末久小清

敏浩和 良志卓

町民の皆さん、西暦2000年の幸

多き初 春を迎えられたことをお慶

び申し上げ、今年も健康で幸福な

日々を送られることを祈ってやみ

ません。

干支は辰年に当たり 、海神 ・水

平ltとして神聖視された龍の年。 龍

は 想像の動物で、 体は大蛇に似て

背に81枚 の鱗があり、 4本の足に

は 5本の指を持つ。頭には 2本の

角があり、口のあたりに去をし、ひげ

がある。水中に住み、時に応 じて

天に上 って雲をおこ し雨を降らせ

る とし寸 。龍は世 界 各地 の神話伝

言見に言音られ、 インドでは、 d吃にイ以

た鬼神 で雲や雨を変化 させる力を

持つ と さ れ 、 中国では、麟 l踏・鳳

凪 -屯とともに 4笠獣に数えられ

神格化 された。 日本で も古事記 ・

日本書紀の神話に現れ、海神・ 水

神として神聖視 されている 。

この良き年を契機に 、 世界の指

導的重貨を果た さねばなるまし、。

と はいえ、世は高 齢 化 社 会 に 突 入

し、少子 化 傾向 を呈していること

は淋しし」人には 3つの年齢があ

り、暦の年齢 ・肉体年齢・精神年

齢を言う 。人の一生は生 ・老 ・病 ・

死のコースを、否応なしに歩まね

ばならなし」今こそ、どうすれば

若く健やかに各人に与えられた人

生の貴重な持ち時聞を支え られる

かを考 え ね ば なる まし、。

加 えて2000年 7月には、沖縄で

世界主要国のサミ ッ トが開催され

る のを記念し、守札 門 を 取 り 入 れ

た 2千円札 が発行されるという 。

流 通上に支障はないのだろうか。

国民の願u、は、経済の安定と高齢

化対策の充実による、幸福な生活

iJr送れることである 。 国政も地方

自治も 、住民の 福祉 の充実策を早

急 に確立実践し、国民が希望に満

ちた日々が送れるようにすること

にその目的カfある。そのことカ宮、

国政や地方自治 の 隆昌につながり、

家庭生活の充実と生きがし、になり 、

この世に生を受け た喜びが満喫で

き、 日々 の 仕 事 にも精が出 て、豊

かで、住みよ い町づくり に寄与でき 、

生きがいを感じ ること疑いない。

良い年にしよう 。

山
田

遥2周知i!~亜ぁ勇T裕T
香か也 4之 必友ゅ治じ也 ゃ

グトZ

白長

茂茂 海 j甫滝 j兵

冨
刀t

奥
田

量豊出 沖

久松
f呆村ー

菊
士也


